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【はじめに】 

今回は主に、授業に関する内容に加え、新型コロナウイルスに感染した場合の学校

側の対応についてお話します。 

【新型コロナウイルス感染】 

私が、新型コロナウイルスに感染したのは八月の終わりなのですが、新型コロナウ

イルスに関しての情報を知りたい方がいるかもしれないということで今回の月例報告

書に記載させていただきます。私は、咳とのどの痛みが気になり、COSIANO 

HEALTH CENTER という学校の保健センターに行きました。そこでは、無料でコ

ロナの検査を受けることができ、陽性と診断された場合でも、陰性と診断された場合

でも、咳・のどの痛み・熱などの基本的な風邪の症状に対する薬が支給されます。私

は、結果が陽性だったため、隔離部屋で 5 日間過ごしました。その間、無料でフード

デリバリーを頼むことができますが、運ばれてくる食べ物は、食堂で出されているも

のと同じでほぼファストフードでした。コロナの症状で、熱と吐き気があったため、

食べることができず、水とりんごだけを摂取する日が何日かありました。また、その

部屋には寝具もなかったため、辛うじて持ってくることができた枕だけを使って寝て



いました。 

【授業について】 

IELP の授業は、日本でやっていた授業とあまり変わりません。また、上から二番目

の Intermediate のクラスは、9 割日本人なので、日本で勉強しているのと同じです。

私は、世界各国からの留学生たちと共に勉強ができると、最初の大学の留学のパンフ

レットで見て留学を決めたため、かなり落胆しました。それに加えて、先生の都合で

急遽授業がなくなることも多々あるため、IELP のコースだけでは英語力向上を図るの

はかなり困難です。 

【アメリカ人学生との交流について】 

 実際に、英語話者やアメリカ人の友達をつくることはかなり難しいです。IELP のク

ラスはほぼ日本人なので、そこでは友達はできません。ほとんどのアメリカ人学生

は、自分たちの勉強でとても忙しいため、日本人に興味を示すことはかなり珍しいケ

ースです。また、日本人が多いため、一人の外国人の人と友達になると、そこに周り

の日本人が寄ってきて結局、日本人コミュニティを形成されるということが何回もあ

りました。 

【おわりに】 

 今回は、まだクラブ活動に参加していないので、それについて詳しく記載すること

ができませんでしたが、クラブ活動に参加したら、それについて書きたいと思います。 




